
⾃動運転に向けた
ミクロデータへのPCM実装

〜 独VUFOとの連携 〜

研究部 主任研究員
⽊内 透
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ITARDAと海外研究機関

NHTSA
UMTRI

IIHS

CASR

SAFER
VTI

近年、ITARDAが訪問した主な研究機関

本⽇は、最も交流が盛んなVUFOとの連携について紹介する

OECD/IRTAD
CAERI

VUFO KOTSA
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ITARDAとVUFO
表1 ITARDAとVUFOの⽐較

1992年
公益財団法⼈

2006年
有限責任会社(GmbH)

ミクロデータ（1993年〜 ）

年間調査件数 約200件
（つくば事故調査事務所＋東京事故調査事務所）
1993年︓つくば事故調査事務所設置
2016年︓東京事故調査事務所設置

近年は臨場調査なし

ITARDA VUFO

GIDASデータ（1999年〜 ）
（German In-Depth Accident Study）

年間調査件数 2,000件
（うちVUFOで 1,000件）

24時間体制で臨場調査

設⽴年
法⼈格

交通事故
事例調査

Institute for Traffic Accident Research and Data Analysis

Verkehrsunfallforschung an der TU Dresden

Institute for Traffic Accident Research
at Dresden University of Technology

名 称
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ITARDAとVUFO

VUFO の代表、Liers⽒を招聘し特別講演を実施

2017年10⽉25⽇
ITARDA25周年記念研究発表会
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ITARDAとVUFO

VUFOのPCMワークショップに参加
2019年10⽉28，29⽇

ITARDAとの連携が
VUFOニュースレターに掲載された
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フェーズ 5フェーズ 4フェーズ 3フェーズ 2フェーズ 1

通常運転 危険状況 衝突不可避 衝突 衝突後

衝突安全性能ADAS性能

危機的状況 衝突閾値 第1衝突 衝突終了

従来のITARDAミクロのカバー範囲事故前の現象に関わる情報のニーズ

事故状況図(衝突地点、停⽌位置等)、道路
状況、⾞両の変形状況、乗員傷害、受傷部
位、加害部位等の定性的な情報

⾃⾞の動き、相⼿⾞の動き、ドライバーの
運転操作、道路形状、レーンマーク、周辺
の障害物等の定量的な時系列情報

PCMの概要

Pre-Crash-Matrix(PCM)
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PCMの概要

衝突5秒前から衝突瞬間(0秒)までの、各時系列データの
マトリックス(⾏列)

-5秒

0秒
0秒

-5秒

緯度･経度座標系

関与⾞両データ

動的データ

建築物データ

Traffic Infrastructure 
data

交通環境データ

衝突前⾏列



8第23回 交通事故・調査分析研究発表会

PCMの概要

PCMデータ (Microsoft Access file)

PCMデータの例
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PCMの活⽤ PCMの活⽤例

GIDASのPCMデータ シミュレーション（IPG CarMaker）

実事故の状況の再現
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PCMの活⽤ PCMの活⽤例

システム A システム B

衝突被害軽減 衝突回避

実事故による衝突被害軽減ブレーキの効果⽐較



11第23回 交通事故・調査分析研究発表会

ITARDAｰPCMの作成

• 事故⾞両の各種情報
• 現場の3Dデータ
• インタビュー

で事故再現（PC-CRASH）

⾞両調査
・EDR情報

機器︓Bosch CDR
取得情報︓-5秒操作データ,

衝突速度,ΔV,TTF等

・⾞両制御履歴
機器︓Bosch GTS

Denso DST-i
取得情報︓ASV作動

ブレーキ制御等

・事故状況映像
機器︓ドラレコ
取得情報︓事故映像

速度、位置情報等

道路調査
・事故現場情報

機器︓Z+F Imager5016
取得情報︓事故現場の３D化

道路形状
標識等の座標

インタビュー
・運転状況情報

取得情報︓⾛⾏経路
⾛⾏速度
⾛⾏時状態等

事故
発⽣

調査開始

PC-CRASHデータから
PCMを作成

関与⾞両データ

運動データ

建築物データ

交通環境データ
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ITARDAｰPCMの事故事例
当事者 A 当時者 B 事故状況図 道路状況

種別
初度登録

普通乗⽤⾞
2016年7⽉

普通乗⽤⾞
2007年11⽉

衝突速度 59km/h(GTSより) 102km/h(EDRより)

ドラレコ 無 無

ＡＳＶ装置 ＰＣＳ 無

運転者 20歳代 男
164cm/58kg

シートベルト 着⽤

30歳代 男
168cm/57kg

シートベルト 着⽤ A⾞変形状況 B⾞変形状況

エアバック 装備有／展開有 装備有／展開無

シートベルト
プリテンショナー

装備有／作動有 装備有／作動無

傷害状況 脳振盪
顔⾯・両肘打撲

無傷

事故概要

• Ａ⾞は⽚側3⾞線⾼速道路の追い越し⾞線から、第2⾛⾏⾞線に⾞線変更
(カットイン)した際、その左前部をB⾞右後部に衝突させ、さらにガード
レールにも衝突した後に、オフランプ上に停⽌した。

• B⾞は第2⾛⾏⾞線を⾛⾏中、カットインしてきた前⽅のA⾞にその右後
部を衝突され、本線上に停⽌した。

B

A衝突点①
衝突点②
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ITARDA-PCMの作成例
PC-Crash PCM

衝突後 衝突前
停⽌

事故再現⽤
PC-Crash

ｰ５秒0秒

PCM作成⽤
PC-Crash

速度 加速度 舵⾓ ⾞両経路 位置

A⾞ ○ × × × ×
B⾞ ◎ ○ × △ △

衝突前５秒間を使⽤してPCM作成

情報が多いほど、⾼い精度のPCM作成が可能

EDR・GTS ドラレコ・インタビュー

◎：あり(時系列)
○：あり
△：特定可能
×：なし
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PCMの活⽤例（SAKURAプロジェクトにて）

【⾼度な⾃動⾛⾏システムの社会実装に向けた研究開発・実証事業】
⾃動⾛⾏システムの安全性評価技術構築に向けた

研究開発プロジェクト(SAKURA project)
⾼速道路に焦点を当てた予⾒可能な安全関連のすべてのシナリオ
を考慮した⾃動運転⾞システムの安全性保証エンジニアリングプ
ロセス開発プロジェクト

ITARDAは交通事故データに関してJARIをバックアップ

研究助成︓

共同研究︓
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PCMの活⽤例（SAKURAプロジェクトにて）

⾞線維持

⾞線変更

⾞線維持

⾞線変更

⾞線維持

⾞線変更

⾞線維持

⾞線変更

本線
⾞道

合流路

分岐路

ランプ
ウェイ

周囲の⾞両の位置と動き
カットイン カットアウト 加速 減速・停⽌ 同期道路区分 ⾞線

道
路

区
分

と
⾃

動
運

転
⾞

の
動

き

全32種類

⾃動運転⾞
本線⾞道×⾞線維持

シナリオ

⾃動運転⾞ ⾃動運転⾞ ⾃動運転⾞ ⾃動運転⾞

ITARDAｰPCMに相当

実事故(ミクロデータ)による
ITARDAｰPCM

前⽅他⾞︓カットイン 前⽅他⾞︓カットアウト 後⽅他⾞︓加速 前⽅他⾞︓減速

プロジェクトが定義した⾼速道路の⾃動運転シナリオ
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⾃⾞速度(km/h)

相
対
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横
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(m

/s
)

⾃⾞速度(km/h) ⾃⾞速度(km/h) ⾃⾞速度(km/h)

予⾒可能な範囲

観測値
(n=790)

ITARDA-PCM

PCMの活⽤例（SAKURAプロジェクトにて）

他⾞

⾃動運転⾞

他⾞速度
km/h

⾞間距離 m

横
速

度
m

/s

⾃⾞速度 km/h

横
位

置
m

横軸︓⾃⾞速度

実事故によるITARDAｰPCMは予⾒可能な範囲内にある

プロジェクトが定義したパラメータ

⾃動運転⾞[本線⾞道・⾞線維持]×前⽅他⾞[カットイン] シナリオで
予⾒可能な範囲とITARDA-PCM(実事故)を⽐較
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PCMの活⽤例（SAKURAプロジェクトにて）

ITARDAｰPCMのさらなる充実が必要

⾞線維持

⾞線変更

⾞線維持

⾞線変更

⾞線維持

⾞線変更

⾞線維持

⾞線変更

本線
⾞道

合流路

分岐路

ランプ
ウェイ

周囲の⾞両の位置と動き
カットイン カットアウト 加速 減速・停⽌ 同期道路区分 ⾞線

道
路

区
分

と
⾃

動
運

転
⾞

の
動

き

ITARDAｰPCMが予⾒可能な範囲内にあったことから、シナリオやパラメータの
妥当性が確認された

シナリオ パラメータ
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VUFOとの連携により、ミクロデータから
PCMを作成することが可能となった

PCMは、SAKURAプロジェクトで⾃動運転の
技術開発に有効に活⽤されており、その件数を
充実させることが期待されている

引き続きVUFOとの連携を維持･強化しつつ、
PCM作成の効率化を図る

まとめ



ご清聴ありがとうございました
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